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主日礼拝    
 

前奏 
  

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 

「ヤコブよ、あなたを創造された主は 

イスラエルよ、あなたを造られた主は 

今、こう言われる。 

恐れるな、わたしはあなたを贖う。 

あなたはわたしのもの。 

わたしはあなたの名を呼ぶ。」  （イザヤ書 43:1） 
 

 

頌栄 27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

交読詩編 54:3～9a 
 

司式者：神よ、御名によってわたしを救い  

会 衆：力強い御業によって、わたしを裁いてください。

司式者：神よ、わたしの祈りを聞き 

会 衆：この口にのぼる願いに耳を傾けてください。    

司式者：異邦の者がわたしに逆らって立ち 

会 衆：暴虐な者がわたしの命をねらっています。 

一 同：彼らは自分の前に神を置こうとしないのです。 

司式者：見よ、神はわたしを助けてくださる。 

会 衆：主はわたしの魂を支えてくださる。 

司式者：わたしを陥れようとする者に災いを報い 

会 衆：あなたのまことに従って 

彼らを絶やしてください。 

司式者：主よ、わたしは自ら進んでいけにえをささげ 

一 同：恵み深いあなたの御名に感謝します。  

主は苦難から常に救い出してくださいます。 
 

 

祈祷 

 

献金  
 
 

主の祈り 

天
てん
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よ、 
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な
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み国
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アーメン。 
 

聖書 使徒言行録 27:33～44    
             新約（新共同訳）P269 
 

夜が明けかけたころ、パウロは一同に食事をするよう

に勧めた。「今日で十四日もの間、皆さんは不安のう

ちに全く何も食べずに、過ごしてきました。だから、

どうぞ何か食べてください。生き延びるために必要だ

からです。あなたがたの頭から髪の毛一本もなくなる

ことはありません。」こう言ってパウロは、一同の前

でパンを取って神に感謝の祈りをささげてから、それ

を裂いて食べ始めた。そこで、一同も元気づいて食事

をした。船にいたわたしたちは、全部で二百七十六人

であった。十分に食べてから、穀物を海に投げ捨てて

船を軽くした。 

朝になって、どこの陸地であるか分からなかったが、

砂浜のある入り江を見つけたので、できることなら、

そこへ船を乗り入れようということになった。そこで、

錨を切り離して海に捨て、同時に舵の綱を解き、風に

船首の帆を上げて、砂浜に向かって進んだ。ところが、

深みに挟まれた浅瀬にぶつかって船を乗り上げてし

まい、船首がめり込んで動かなくなり、船尾は激しい

波で壊れだした。兵士たちは、囚人たちが泳いで逃げ

ないように、殺そうと計ったが、百人隊長はパウロを

助けたいと思ったので、この計画を思いとどまらせた。

そして、泳げる者がまず飛び込んで陸に上がり、残り

の者は板切れや船の乗組員につかまって泳いで行く

ように命令した。このようにして、全員が無事に上陸

した。 
 

 

 

 

 

 



賛美 451「くすしきみ恵み」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教「破局からの救い」 
 
 

賛美 536「み恵みを受けた今は」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 福原 之織 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 恵 
 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 

 


